
新旧対照表

沖縄県青少年保護育成条例（昭和47年沖縄県条例第11号）新旧対照表

改 正 案 現 行

第17条の３ （略） 第17条の３ （略）

（児童ポルノ等の提供を求める行為の禁止）

第17条の４ 何人も、青少年に対し、当該青少年に係る児童ポルノ等（児童買春、児 （新設）

童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律（平成11年

法律第52号）第２条第３項に規定する児童ポルノ又は同項各号のいずれかに掲げる

姿態を視覚により認識することができる方法により描写した情報を記録した電磁的

記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない

方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをい

う。以下同じ。）その他の記録をいう。第22条第５項第４号において同じ。）の提

供を求めてはならない。

第18条～第18条の３ （略） 第18条～第18条の３ （略）

（ 勧誘行為の禁止） （青少年への勧誘行為の禁止）

第18条の４ （略） 第18条の４ 何人も、青少年に対し、次に掲げる行為を行ってはならない。

⑴ 青少年が一度着用した下着又は青少年のだ液若しくはふん尿を売却するように

勧誘すること。

⑵ 性風俗関連特殊営業（風適法第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業をい

う。）において、客に接する業務に従事するように勧誘すること。

⑶ 接待飲食等営業（風適法第２条第４項に規定する接待飲食等営業のうち、同条

第１項第１号に該当する営業をいう。）の客となるように勧誘すること。

第18条の５・第18条の６ （略） 第18条の５・第18条の６ （略）
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（ インターネットの利用に係る保護者の責務） （青少年のインターネットの利用に係る保護者の責務）

第18条の７ （略） 第18条の７ 保護者は、インターネットの利用に伴う危険性、過度の利用による弊害

等を認識し、その保護する青少年に対し、インターネットを適切に活用するために

必要な教育を行うとともに、当該青少年のインターネットの利用を適切に管理する

よう努めなければならない。

（携帯電話インターネット接続役務提供事業者等の確認義務等） （携帯電話インターネット接続役務提供事業者等の確認義務等）

第18条の８ 携帯電話インターネット接続役務提供事業者（青少年インターネット環 第18条の８ 携帯電話インターネット接続役務提供事業者（青少年インターネット環

境整備法第２条第８項に規定する携帯電話インターネット接続役務提供事業者をい 境整備法第２条第８項に規定する携帯電話インターネット接続役務提供事業者をい

う。次項及び第３項において同じ。）及び役務提供契約（青少年インターネット環 う。次項及び第３項において同じ。）及び役務提供契約（青少年インターネット環

境整備法第13条第１項に規定する役務提供契約をいう。第３項において同じ。）の 境整備法第13条第１項に規定する役務提供契約をいう。第３項において同じ。）の

締結の媒介、取次ぎ又は代理を業として行う者（以下「携帯電話インターネット接 締結の媒介、取次ぎ又は代理を業として行う者（以下「携帯電話インターネット接

続役務提供事業者等」という。）は、青少年インターネット環境整備法第14条の規 続役務提供事業者等」という。）は、青少年インターネット環境整備法第14条の規

定により、青少年又は保護者に対し、同条に規定する事項を説明するときは、併せ 定により、青少年又は保護者に対し、同条に規定する事項を説明するときは、併せ

て、インターネットを不適切に利用することにより、青少年が違法な行為をし、又 て、インターネットを不適切に利用することにより、青少年が違法な行為をし、又

は自己若しくは他人に対し有害な行為をするおそれがあることその他の規則で定め は自己若しくは他人に対し有害な行為をするおそれがあることその他の規則で定め

る事項を説明するとともに、これらの事項を記載した書面（当該書面に記載すべき る事項を説明するとともに、これらの事項を記載した書面（当該書面に記載すべき

事項を記録した電磁的記録 事項を記録した電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認

識することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

を含む。）を交付しな 用に供されるものをいう。次項及び第４項において同じ。）を含む。）を交付しな

ければならない。 ければならない。

２～８ （略） ２～８ （略）

第19条～第21条 （略） 第19条～第21条 （略）

（罰則） （罰則）

第22条 （略） 第22条 （略）

２～４ （略） ２～４ （略）

５ 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 ５ 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。

⑴～⑶ （略） ⑴ 第９条第２項の規定に違反した者
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⑵ 第12条の２第３項の規定による措置命令に従わなかった者

⑶ 第17条の３の規定に違反した者（前項に該当する者を除く。）

⑷ 第17条の４の規定に違反して、青少年に拒まれたにもかかわらず、又は青少年 （新設）

を威迫し、欺き、若しくは困惑させ、若しくは青少年に対し対償を供与し、若し

くはその供与の約束をする方法により、当該青少年に係る児童ポルノ等の提供を

求めた者

⑸ 第18条第４号、第５号又は第６号の規定に違反した者 ⑷ 第18条第４号、第５号又は第６号の規定に違反した者

⑹ 第18条の２第１項の規定に違反した者（第18条第４号、第５号又は第６号に規 ⑸ 第18条の２第１項の規定に違反した者（第18条第４号、第５号又は第６号に規

定する行為に係る違反をした者に限る。） 定する行為に係る違反をした者に限る。）

⑺ 第18条の４の規定に違反した者 ⑹ 第18条の４の規定に違反した者

６ （略） ６ （略）

７ （略） ７ 次の各号のいずれかに該当する者は、10万円以下の罰金に処する。

⑴ 第10条第３項の規定に違反して掲示しなかった者 ⑴ 第10条第３項 に違反して掲示しなかった者

⑵～⑷ （略） ⑵ 第11条第２項の規定に違反した者

⑶ 第13条の３第１項又は第２項の規定に違反した者

⑷ 第20条第１項の規定による立入調査若しくは資料の提供を拒み、妨げ、若しく

は忌避し、又は質問に対して陳述せず、若しくは虚偽の陳述をした者

８ （略） ８ 第９条第２項、第10条第３項、第11条第１項、第12条第４項、第13条第３項又は

第15条から第18条の４までの規定に違反した者は、当該青少年の年齢を知らないこ

とを理由として前各項の規定による処罰を免れることができない。ただし、当該青

少年の年齢を知らないことに過失のないときは、この限りでない。

（注） 条例の改正規定に係る部分の対照箇所にアンダーラインを引くこと。


